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ググラランンススイイーートト広広尾尾管管理理組組合合 

 

 

 



  

 

 

 

 

使 用 細 則 

 

第１章 総    則 

 

第１条 （趣旨） 

本細則は、グランスイート広尾管理規約（以下「規約」という。）の規定に基づき、対

象物件の使用に関し、区分所有者及び占有者が遵守すべき事項を定めるものとする。 

第２条 （使用細則の効力及び遵守義務） 

         本細則は、区分所有者の包括承継人及び特定承継人に対しても、その効力を有する。 

      ２ 占有者は、区分所有者がこの細則に基づいて負う義務と同一の義務を負うものとし、

同居する者に対して本細則に定める事項を遵守させなければならない。 

第３条 （対象物件内での共通の禁止行為） 

         区分所有者等は、対象物件内において、次の各号に掲げる行為をしてはならない。 

一、騒音、振動、悪臭および煤煙等を発生させる行為 

二、引火、発火及び爆発のおそれのある危険物、及び悪臭を発する不潔な物品、劇薬、火

薬類の製造、所持又は持込み 

三、廃油、強酸性の溶液及び溶剤等を台所、浴室、トイレ等の雑排水管に流す行為 

四、枯葉、ごみその他の廃棄物の埋却、散布又は焼却  

五、建物の構造体に影響を及ぼす恐れのある大型金庫等の重量物の搬入又は設置 

六、建物の主要構造部（建物構造上不可欠な壁、柱、はり、屋上、階段、バルコニー、テ

ラス、ルーフデッキ、ルーフバルコニー、及び庇等）に影響を及ぼす穿孔、切削等そ

の他共用部分に影響を与える行為 

七、建物外部からの外観及び仕様、構造の変更 

八、総会、理事会での禁止事項を行なう行為 

九、その他前各号に準ずる行為で他の区分所有者等に迷惑、危害を及ぼす行為又は居住環

境を損なう行為 

 

第２章 専有部分及び専用使用部分の使用 

 

第４条 （専有部分及び専用使用部分の禁止行為） 

         区分所有者等は、専有部分及び専用使用部分の使用にあたり次の各号に掲げる行為 

    をしてはならない。 

一、専有部分を、規約に定められた用途以外の用に供すること。 

二、専有部分において、共用部分等に影響を及ぼす変更をすること。 

三、他の区分所有者等に迷惑を及ぼす雑音、高音を継続的に発することや、テレビ、ラジ

オ、ステレオ、ピアノ、ギター等の音量を著しく上げること。 

四、専用使用部分の外観、形状を変更すること。 

五、窓ガラス、玄関扉等に文字を書き込むこと及び広告等を貼ること。 

六、その他公序良俗に反する行為及び区分所有者等に迷惑、危害を及ぼす行為をすること。 



  

 

 

 

 

七、他の区分所有者等に迷惑又は危害を及ぼす恐れのある動植物及び犬、猫、爬虫類等の

飼育並びに栽培をすること。（ペット飼育細則で飼育が認められているものは除く。） 

八、専用使用部分において喫煙（電子たばこ等を含む）すること。 

第５条 （入居の届出等） 

         区分所有者等は次の各号に掲げる行為をする場合、居住者名簿（別紙１）、届出書（別 

    紙２、別紙３）、その他の書式により管理者に通知しなければならない。 

一、入居する場合                            別紙１ 

二、売却、転居する場合                         別紙２ 

三、占有者が退去する場合                        別紙２ 

四、長期（２週間以上）不在・不在終了とする場合             別紙２ 

五、外部居住区分所有者が住所変更する場合                別紙２ 

六、駐車場等の専用使用部分を契約、解除、変更する場合          別紙３ 

七、その他管理者が管理上必要と認める場合                その他 

 

第３章 敷地及び共用部分等の使用 

 

第６条 （敷地及び共用部分の禁止行為） 

        区分所有者等は、敷地及び共用部分等において、次の各号に掲げる行為をしてはなら 

   ない。 

一、建物の保存に影響を及ぼす恐れのある共用部分の穿孔、切削又は改造 

二、広告、看板、標識等の掲示又は設置その他の建物の外観の変更を伴う使用 

三、専用使用権のない庭、廊下、階段その他の敷地及び共用部分等への物品の設置、築造

若しくは放置又はその占拠その他の排他的な使用 

四、所定の駐車場及び自転車置場以外の敷地内への駐車又は駐輪 

五、屋上、その他の立入禁止場所及び危険な場所へ立入り 

六、敷地及び共用部分における喫煙行為（電子たばこ等を含む） 

七、タバコの吸い殻等を投棄すること。 

八、共用廊下、玄関等に多量の撒水。 

九、廊下、階段、その他の壁面、床、手摺、エレベーター内等に落書き、傷をつけること。 

十、室外機置場又は、室外機設置場所の指定のある箇所以外の天井および壁面に、室内空

調機の室外機を取り付けること。 

十一、メーターボックス及びパイプスペース内へ私物を放置すること。 

十二、その他敷地及び共用部分等の通常の用法以外の使用 

第７条 （バルコニー等専用使用部分の適正な管理） 

        バルコニー等の専用使用権者は、その責任と負担において次の各号に掲げるバルコニ       

ー等の適正な管理を行わなければならない。 

一、保守維持 

二、排水口及び溝の清掃、消毒及びゴミ処理 

三、その他バルコニー等の通常の使用に伴う管理 

 



  

 

 

 

 

第８条 （バルコニー等及び専用使用部分での禁止行為） 

         バルコニー等及び専用使用部分において、次の各号に掲げる行為をしてはならない。   

一、煉瓦、モルタル、コンクリート及び多量の土砂による花壇等（芝生を含む）の築造 

二、家屋、倉庫、物置、温室、サンルーム、日除け、縁側、遊戯施設その他の工作物の設

置又は築造 

三、衛星放送（ＢＳ・ＣＳ）、ＦＭ、無線通信用のアンテナ、音響機器、及び照明器具等

の設置 

四、緊急避難の妨げとなる物品の設置又は放置 

五、手すりを毀損し、又は落下の恐れのある物品の設置若しくは取付け 

六、多量の撒水又は排水 

七、喫煙行為（電子たばこ等を含む） 

八、その他バルコニー等専用使用部分の通常の用法以外の使用 

第９条 （テラスでの禁止行為） 

  テラスにおいて以下の事項をしてはならない。 

一、２階以上の住戸及び隣戸の眺望、日照、通風に影響を与える樹木等の植栽及び施設の

設置 

二、家屋、倉庫、物置等の工作物の築造・設置 

三、コンクリート等の打設を伴う池、水槽等の設置 

四、ガレージ・バイク置場・自転車置場として使用すること 

五、ハト小屋等の設置 

六、基礎の設置を伴うブランコ、鉄棒、すべり台等の遊戯器具の設置 

七、通常の庭園灯以外の照明器具の設置 

八、基礎の設置を伴う物干し台の設置 

九、ゴミ・枯れ葉等の焼却、たき火、その他ばい煙・臭気を発生させる行為 

十、多量の土砂の搬入、搬出 

十一、畑として耕作すること（家庭菜園を除く） 

十二、その他現状を大幅に変更する行為及び管理組合が禁止した事項 

十三、危険物を貯蔵すること 

十四、消防法上の避難通路を妨げるようなものの設置 

十五、喫煙行為（電子たばこ等を含む） 

 

第４章 その他の共通の利用調整等 

 

第 10 条 （ゴミ処理） 

          区分所有者等は、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。 

一、所定の日時、分別及び方法に従ってゴミ置場にゴミを出すこと。 

二、清掃事業者又は廃棄物収集運搬業者等の指示に従い粗大ゴミを処理すること。 

三、ゴミ搬出時には、敷地内の美観の維持に努めること。 

四、臨時に大量の廃棄物がある場合は、事前に清掃事業者及び管理事務室に申し出てから

処分すること。 



  

 

 

 

 

第 11 条 （災害防止） 

          区分所有者等は、次の各号に掲げる事項を遵守し、災害防止に努めなければならない。 

一、防災設備点検の実施にあたっては、全面的に協力すること。 

二、防災、防火訓練等には積極的に参加し、火災が発生した場合は直ちに非常ベルを押

すと共に消防署へ通報すること。 

三、避難するときは必ず窓、扉を閉めて延焼を防ぐこと。 

四、危険な行為、災害の防止に努めること。 

第 12 条 （その他の注意事項） 

          区分所有者等は、次の各号に掲げる事項を遵守し、又は心掛けなければならない。 

       一、掲示物を読むこと。 

       二、子供が共用部分の危険な場所で遊ばないよう常に注意すること。 

    三、台車等を使用する際は、建物壁面等を損傷しないこと。 

       四、引越し、大型貨物の搬入の際は、管理事務室に申し出て、階段・廊下・エレベータ

ー等への損傷、汚損を防止する養生を行うこと。 

       五、保守点検及び修繕工事については、全面的に協力すること。 

       六、管理員に私用を依頼しないこと。 

       七、各住戸廻りの清潔保持に努めること。 

       八、出前の容器等は共用部分に出さないこと。 

 

第５章 雑  則 

 

第 13 条 （届出書類の保管等） 

  理事長は、第５条に掲げる書面（居住者名簿・組合員名簿を除く。以下この条におい

て「届出書類」という。）を管理事務室、管理用倉庫その他の保管場所に保管するもの

とする。 

２．理事長は、みだりに届出書類を閲覧させてはならない。ただし、対象物件の管理のた  

  めに管理組合が必要とするとき、捜査機関が捜査のために必要とするとき、その他法令

の定めによるときは、この限りではない。 

第 14 条 （紛争解決等の責任） 

 対象物件の使用に関し、他の区分所有者等との間に紛争が生じたときは、区分所有者

等は、誠実にその紛争の解決又は処理に当たらなければならない。 

第 15 条 （細則の改廃） 

           本細則の変更又は廃止は、総会の決議を経なければならない。ただし、本細則の変更が 

   規約の変更を必要とする事項であるときは、規約の変更を経なければすることができない。 


